
プレゼンテーション表紙サンプル （スライドサイズ 4：3 25.4 x 19.05cm）

GIGAスクール構想のもとでの中学校数学科の指導について



問題解決の流れの中で、例えば、次のような場面でICTを活用することが考えられる。
・事象から新たな問題を見いだしたり、解決の方法を見通したりする場面（シミュレーション、試行錯誤など）
・新たな問題に出合い、問題の意図を明確に理解する場面（動画や図形作成ソフトなどでの課題提示など）
・分類・整理する場面（図や表、グラフなどに表すなど）
・考えた結果や考察の過程をまとめ、共有する場面
・得られた結果を具体的に確認したり、検索して調べたりして内容の理解を深める場面

GIGAスクール構想のもとでの中学校数学科の指導において
ICTを活用する際のポイント

数学科の学習過程とICT活用の関係

・「Ｂ図形」の指導においては、三角形の２辺の中点を結んだ線分につ
いて、この「２辺の中点を結ぶ」という条件が当てはまる図形を、ディスプ
レイ上でいろいろな形に変形することにより、形は変わっても長さの比が
一定であることに気付くなど、その中に含まれる図形の性質を見つけ、
問題を設定することができる。

試行錯誤しながら数学的な性質の発見をする

・「Ｃ関数」の指導においては、一次関数 y＝ax＋b について、 b の値を固定し a の値を変化させる、あるいは a の値
を固定し b の値を変化させることによってグラフの変化の様子を考察するなど、条件設定を状況に応じて自在に変えな
がら考えを進めることができる


